
 

  相武臺 
第１２9 号 

令和７年６月 

友隊

に
落
と
し
た
影
や
、
国
旗
及
び
国
歌
に
関
す
る

法
律
の
制
定
な
ど
、
立
法
で
対
抗
し
た
政
府
の

措
置
な
ど
が
教
育
現
場
に
与
え
た
影
響
、
国
家

観
を
念
頭
に
お
い
た
歴
史
教
育
の
在
り
方
な

ど
、
報
道
な
ど
で
は
知
り
え
な
い
貴
重
な
お
話

で
し
た
。
参
会
者
か
ら
も
講
話
の
質
疑
応
答
の

時
間
を
超
え
て
懇
親
会
に
お
い
て
も
賛
同
の

声
が
あ
が
る
な
ど
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。 

   

令
和
７
年
度
県
北
支
部
総
会
開
催 

 

県
北
支
部
総
会
が
五
月
三
十
一
日
（
土
）、
相

模
原
市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

国
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、
昨
年
度
に
エ
リ
ア
内

で
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
方
の
黙
と
う
に
引
き
続

き
、
昨
年
度
の
活
動
実
績
及
び
本
年
度
の
活
動

予
定
を
報
告
。
審
議
の
結
果
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

各
議
案
の
細
部
は
別
紙
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。 

総
会
後
は
後
述
の
部
外
講
師
講
話
の
拝
聴
、

懇
親
会
で
は
酒
食
を
供
に
し
、
和
や
か
な
ひ
と

時
を
共
有
し
ま
し
た
。 

武
田
総
務
理
事
に
陸
自
第
四
施
設

群
長
か
ら
感
謝
状 

 
 

 

総会の冒頭に厳粛な雰囲気の中で国家斉唱 

懇親会の集合写真撮影には、特別会員の赤間二郎衆議院議員秘書、 

神崎様にご協力を賜りました。ここに厚く御礼申し上げます。 

◆
部
外
講
師
講
話
も
大
盛
況 

  

今
年
の
部
外
講
師
講
話
は
神
奈
川
県
内

で
三
つ
の
高
校
の
校
長
を
歴
任
さ
れ
た
小

野
文
生
先
生
を
お
招
き
し
「
教
育
現
場
に

お
け
る
国
旗
国
歌
の
扱
い
及
び
教
育
課
題

と
社
会
問
題
の
関
連
性
」
と
題
し
、
お
話
を

拝
聴
し
ま
し
た
。 

 

戦
後
の
日
教
組
の
編
成
に
も
み
ら
れ
る

占
領
軍
に
よ
る
日
本
弱
体
化
政
策
が
教
育 

       

五
月
十
七
日
（
土
）
陸
上
自
衛
隊
座
間
駐
屯

地
で
行
わ
れ
た
駐
屯
地
開
庁
行
事
に
お
い
て

武
田
総
務
理
事
は
、
第
四
施
設
群
長
兼
座
間
駐

屯
地
司
令
・
橋
口
尚
徳
一
等
陸
佐
よ
り
同
施
設

群
Ｏ
Ｂ
会
副
会
長
、
事
務
局
長
の
歴
任
並
び
に

隊
友
会
理
事
と
し
て
隊
員
家
族
支
援
、
自
衛
隊 

   

※お詫びと訂正：４月号において慰霊碑等清掃日を 

６月１５日（土）としておりましたが、正しくは 

６月１５日（日）でした。訂正し、お詫びいたします。 

 



 

  

県 
安全防災会議 ７月５日（土）細部未定 

 

 

支 

部 

隊友紙仕分け    ７月２６日（土）０９時３０分セレモア 

          ８月３０日（土）０９時３０分セレモア 

相模原市慰霊塔参拝 ８月１５日（金）１２時００分 

 

次号までの主な予定 

区  分 総  数 手配り数 郵送数 手配り率 

正 会 員 ９５ ７７ １８ ８１％ 

特 別 会 員 １２ １１ １ ９２％ 

計 １０７ ８８ ２０ ８１％ 

 

隊友紙配布状況             2025.6.3 

会
員
寄
稿
コ
ー
ナ
ー 

  
 

 
相
模
原
市
慰
霊
塔
参
拝
行
事
の
ご
案
内 

◆
お
こ
と
わ
り 

隊
友
会
紙
及
び
支
部
だ
よ
り
ご
愛
読
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
支
部
で
は
毎
月
発
行

の
隊
友
会
紙
を
偶
数
月
発
行
の
支
部
だ
よ
り
と
合
わ

せ
て
月
末
に
お
届
け
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
や
む
を
得
ず
半
月
か
ら
１

か
月
程
度
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
購
読
を
お
楽

し
み
に
な
さ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
誠
に
恐
縮
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す 

    

と
地
域
の
交
流

と
い
っ
た
防
衛

基
盤
の
育
成
の

貢
献
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。 

 

お
め
で
そ
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
も
八
月
十
五
日
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
相
模
原

市
の
戦
没
者
を
追
悼
す
る
慰
霊
塔
参
拝
行
事
は
遺
族
会

と
市
の
合
同
主
催
で
実
施
し
て
お
り
、
隊
友
会
も
毎
年
参

加
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
今
年
は
大
東
亜
戦
争
終
結
八
十

年
と
な
る
節
目
の
年
で
す
。
昭
和
二
十
年
十
二
月
一
日
の

陸
軍
省
、
海
軍
省
の
廃
止
に
伴
い
そ
の
系
譜
は
途
絶
え
た

と
は
い
え
、
国
防
の
任
を
引
き
継
い
だ
有
志
と
し
て
お
時

間
の
許
す
限
り
ご
参
加
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い 

●
日
時
：
八
月
十
五
日
（
金
）
十
二
時
～ 

●
場
所
：
相
模
原
市
慰
霊
塔 

（
相
模
原
市
南
区
東
大
沼
一
ノ
十
七
ノ
一
） 

●
申
し
込
み
締
め
切
り
：
八
月
十
日
（
月
） 

 

連
絡
先
：
総
務
理
事 

武
田
守
弘 

硫
黄
島
遺
骨
収
集
派
遣
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 

魚
住
真
理
（
し
ん
り
） 

 

昨
年
の
令
和
六
年
一
月
三
十
日
か
ら
二
月
十
五
日

ま
で
の
十
七
日
間
、
遺
骨
収
集
派
遣
に
参
加
致
し
ま

し
た
。 

航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
か
ら
、
硫
黄
島
航
空
基
地

ま
で
、
Ｃ
２
輸
送
機
で
移
動
し
、
時
間
は
２
時
間
半
く

ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

二
月
に
も
か
か
わ
ら
す､

気
温
は
二
十
五
度
以
上

あ
り
、
日
焼
け
致
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
遺
骨
収
集
で
は
お
よ
そ
四
十
柱
の
ご
遺
骨

を
収
集
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

      

と
て
も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
多
く
の
ご
遺
骨
が
本
土
に

帰
還
で
き
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

       



 

  

別
紙
：
事
業
報
告
、
事
業
計
画 

 



 
   


